
開催概要/出展者・来場者数

2

nano tech 2025 

第24回 国際ナノテクノロジー総合展・技術会議
名 称

2025年1月29日（水）～1月31日（金）10:00～17:00日 時

東京ビッグサイト東4・５ホール会 場

イノベーションで未来のビジネスを拓く

Bridge to Future Business: Innovating Nanotechnologyテーマ

同時開催展

来場者数天候開催日

12,396名1/29（水）

14,241名1/30（木）

15,452 名1/31（金）

42,089 名3日間合計

来場者数（同時開催展合計）

42,089名

うち東京ビッグサイト来場者

国内：329 / 海外：６５

出展者数 参加国

アメリカ、イギリス、オーストリア、カナダ、シンガ
ポール、スイス、タイ、ドイツ、トルコ、フランス、ベ
ルギー、マレーシア、韓国、台湾、中国、日本

出展者数（nano tech 単独）

394 団体

※オンライン参加含む総来場登録数

小間数

国内：４３４ / 海外：４４
4,212.9㎡

4７８小間 16 カ国

オンライン期間終了後
3月上旬発表



先進性/実用性/事業性などが総合的に優れており、社会/産業的な貢献も期待できる製品・技術

最優秀出展者として「nano tech大賞」および優秀出展者として各「部門賞」を下記の評価基準でnano tech 実⾏委員が審査を⾏い決定します。

nano tech 大賞 2025
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TOPPANグループ（小間番号: 4B-10）

半導体の最先端2nm EUV光反射型フォトマスクや3D細胞培養技術を開発するなど、⻑年蓄積した印刷テクノロジーで
産業社会基盤の技術革新に貢献している点を賞す。
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nano tech 大賞 2025

上記大賞に準じる製品・技術のうち、特に優れているナノ材料技術・製品

上記大賞に準じる製品・技術のうち、特に優れている計測・評価・分析技術・製品

扶桑化学工業（小間番号: 4K-23）
純度99.9999%の超⾼純度コロイダルシリカをベース材料として、⽐誘電率
2.0の中空シリカを⾼周波用基板向けの低誘電材フィラー用途等に展開して
いる点を賞す。

ボールウェーブ（小間番号: 4L-03-04）
直径3.3mmの超小型ボールSAWセンサーを開発し、極微量⽔分計や⼿の
ひらに載る小型軽量のガスクロマトグラフィ装置として実用化した点を賞す。

日本電子（小間番号: 4F-22）
使いやすさを追及した卓上型SEMや、自動観察・分析機能、自動校正機能
を搭載したSEMなど、産学連携プロジェクト等を通じてユーザーフレンドリーな
計測装置を開発している点を賞す。

海外出展者を対象とした特別賞

Deep Tech Canada（小間番号: 5U-02）
シリコン量⼦ドットはじめ様々な分野で基礎から応用研究、スタートアップ創出、
国際研究を推進しているカナダの量⼦技術関連17組織の革新性を賞す。

グリーントランスフォーメーションに貢献する技術

東レ（小間番号: 4F-13）
ナノテクとグリーンの融合により多様な環境対応材料を展開し、とりわけ最先端
半導体向けPFASフリーのモールド離型フィルムを実用化し、半導体製造の稼
働率向上に貢献した点を賞す。

Sotas（小間番号: 4F-03）
化学業界に特化したデータサービスの提供、「生産実績の分析」「化学法規
対応」などを取り込み、化学系企業の生産性の向上・経営の効率化に貢献
している点を賞す。

NIMS&⽂科省マテリアル戦略関連事業（小間番号: 4W-10）
共同出展者 : NIMS / マテリアル先端リサーチインフラ (ARIM) / データ創
出・活用型マテリアル 研究開発プロジェクト（DxMT）/ NIMSデータ中核拠
点（MDPF）/ NIMSマテリアライズ / 東北大学マテリアライズ

⽂部科学省のもと、材料科学を革新するプロジェクトをオールジャパンで進⾏さ
せNIMSをハブとして産学連携を強化し、材料科学の新たな可能性を開拓し
ている点を賞す。

上記大賞に準じる製品・技術のうち、特に優れているナノ加工技術・製品

産・学の連携によって高度な技術開発が行われ、その事業化が有望視されるもの
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1月29日（水）
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セミナー覧 https://unifiedsearch.jcdbizmatch.jp/nanotech2025/jp/sem/nanotech_mems
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セミナー覧

1月30日（木）

https://unifiedsearch.jcdbizmatch.jp/nanotech2025/jp/sem/nanotech_mems
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セミナー覧

1月31日（⾦）

https://unifiedsearch.jcdbizmatch.jp/nanotech2025/jp/sem/nanotech_mems



会場レイアウト
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https://www.nanotechexpo.jp/main/pdf/nanotech2025_floormap_j.pdf
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来場者分析 （業種・職種） 東京ビッグサイト来場者

1８％が半導体・精密・エレクトロニクス分野

25％が
材料・素材分野

4４％が
R&D分野
より来場

有機材料・化学, 

19.0%

電子・磁性・金属・

無機材料, 6.0%

商社・代理店・流

通・小売業, 9.9%

大学・研究機関, 

7.5%

半導体・電子部品, 

6.4%精密機器・産業機

械・ロボット, 6.2%

電気・電子機器・総

合電機, 4.9%

自動車・運輸, 4.2%

印刷・加工業・受

託加工業, 3.6%

官公庁・自治体・地

方公共団体, 2.7%

金融・投資・コンサルティン

グ, 2.6%

情報・通信・ネットワー

ク, 2.4%

繊維・窯業・紙・パルプ, 

2.3%

分析・計測機器, 2.2%

その他, 

4.9%

業種

2.0%光学部品・デバイス
2.0%建設・不動産
1.8%鉄鋼・非鉄金属
1.6%報道・メディア・出版
1.1%医療・医薬品
1.0%医療機器
1.0%食品・飲料
0.9%化粧品・トイレタリー
0.9%衣料・日用品・雑貨
0.8%電力・ガス・石油・その他エネ
0.6%外国公館・機関・団体
0.5%表面処理加工業
0.4%航空・宇宙
0.3%シンクタンク
0.2%海洋機器・資材・サービス
0.1%水産・農林・鉱業

研究・開発(応用研究) , 

19.9%

研究・開発(基礎研究) , 

14.2%

製品開発・設計, 

10.3%

経営者・役員, 

7.4%事業開発, 6.4%

マーケティング, 

6.3%

生産管理・

製造技術, 

2.7%

営業・サービス, 

21.1%

学生, 1.9%

購買・資材調達, 0.9%

品質管理, 0.7%

記者, 0.6%

編集, 0.4%

施設管理, 0.2%

その他, 

7.0%

職種



2.2%

5.6%

16.4%

17.3%

31.7%

51.8%

52.8%

投資先検討のため

具体的な出品物購買検討のため

提携先または協業先検討のため

実用化状況の調査として

他社研究・技術のマーケティングとして

業界動向の情報収集のため

自社研究・技術促進の参考として
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来場者分析 （来場目的）

自社研究に向けた、技術を探している来場者が5割以上

回答者のうち52％が研究開発分野から
の来場者となりました。



100,000 部 以上来場案内

主催者発信ツール 広告/記事掲載

出展者取材特集 Nano Insight Japan

新出展者や注目の出展製品・技術について事前取材、
ブース来場を促進しました

63,000 名事務局メルマガ

プレスリリース

記者発表日と会期1週間前に発行、公官庁やPR 
TIMESで公開し,同時開催展情報をプレスに発
信することで出展者ブース取材へと導きました

日刊工業新聞・日経産業新聞・化学工業日報・科学新聞
社・エヌ・ティー・エス・Q-Mail・イーエクスプレス・
イプロス・日本の研究.com・Google P-Max など

会期前・会期中・会期後に発信し、来場動員に寄与
しました。（平均：毎日、会期1週間前には毎日2回
ペース

発送のほか出展者毎に発行できる“e-来場案内” で
どこからでもアクセスできるようにしました

読者層に合わせた広告を展開。紙誌媒体のほかデジタルで
は、Youtube・Google P-Maxを展開しました

19

広報 （主催者発信・広告・記事掲載/出展者向け広報ツール）

来場案内 e-招待状

約300 名プレス来場

広報ツールを準備

出展者さま向けにフリー広報ツールをご提供し出展
者さまによる出展PRを行っていただきました



当日の様子 一部抜粋
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次回展 nano tech 2026 のご案内
詳しくは事務局まで：

nanotech@jtbcom.co.jp


